
                                              

                          

第
四
節 

議 

会 

 

昭
和
二
十
一
年
三
月
十
五
日
か
ら
米
国
軍
政
が
施
行
さ
れ
、
軍 

政
府
の
統
轄
監
督
の
も
と
に
町
村
法
が
施
行
さ
れ
た
。
本
土
に
お 

い
て
は
昭
和
二
十
二
年
四
月
に
地
方
自
治
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、 

本
町
に
お
け
る
地
方
自
治
法
の
完
全
実
施
は
復
帰
後
の
二
十
九
年 

か
ら
で
あ
る
。
復
帰
ま
で
の
議
会
変
遷
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お 

り
で
あ
る
。 

1
、
選
挙
は
臨
時
北
部
南
西
諸
島
軍
政
府
令
に
よ
り
従
来
の
公
民 

 

制
を
廃
止
し
、二
十
歳
以
上
の
成
年
男
女
に
参
政
権
を
与
え
た
。 

2
、
二
十
一
年
七
月
、
二
十
三
年
六
月
お
よ
び
二
十
七
年
九
月
の 

 

選
挙
は
記
号
連
記
制
投
票
で
、
二
十
三
年
五
月
選
挙
管
理
委
員 

 

会
が
設
置
さ
れ
た
。 

3
、
二
十
三
年
十
一
月
か
ら
昭
和
の
年
号
を
使
用
せ
ず
に
、
西
暦 

 

を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
「
町
会
」
の
名
称
を
「
町
議
会
」 

 

と
改
め
、「
議
会
委
員
会
設
置
規
程
」
を
制
定
し
た
。 

4
、
二
十
六
年
九
月
二
十
五
日
議
長
・
副
議
長
は
議
員
の
互
選
で 
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決
め
る
よ
う
に
な
り
、
議
会
の
開
・
閉
お
よ
び
議
事
運
営
を 

 
議
長
が
行
い
、町
長
は
開
・
閉
会
を
宣
告
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

5
、
二
十
年
十
月
従
来
議
員
は
名
誉
職
と
さ
れ
無
給
で
あ
っ
た
が
、 

 

議
長
・
副
議
長
の
日
額
報
酬
議
案
が
提
出
可
決
さ
れ
た
。 

 
 

ま
た
会
議
ご
と
に
定
め
て
い
た
議
席
番
号
を
任
期
を
通
じ
て 

 

一
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
 

議
員
名
簿 

 

昭
和
二
十
一
年
七
月
～
二
十
三
年
七
月 

定
数
二
十
二
人 

福
嶺
哲
麿
(国) 

末
川
白
秋
(国) 
福
島
義
直
(国) 

森
田
吉
勝
(国) 

脇
田
清
太
郎
(国) 

中
屋
利
秀
(国) 

新
村
宮
甫
(国) 

大
栄
奥
富
(国) 

東 

一
意
(西) 

大
山
大
経
(根) 

栄 

清
一
(玉) 

中
山
前
福
(玉) 

松
元
仁
志
美
(玉) 

伊
集
院
武
一
(大) 

皆
川
恵
一
(皆) 
重
村
嘉
俊
(古) 

上
村
前
富
(古) 

沖
蘇
廷
賢
(内) 

板
鼻
清
保
(内) 
山
下
窪
義
(後) 

大
江
吉
順
(谷) 

中
村
静
造
(瀬) 

 

(注) 

皆
川
議
員
二
十
三
年
二
月
死
亡
。
二
十
三
年
一
月
十
二
日
軍
指
令 

 
 

4
号
沖
縄
新
選
挙
法
制
定
に
よ
り
議
員
は
四
年
に
一
回
、
九
月
の
第 

 
 

2
日
曜
日
を
選
挙
日
と
定
め
ら
れ
、
同
年
五
月
十
五
日
和
泊
町
議
員 

 
 

増
加
条
例
を
可
決
。
同
年
七
月
改
選
。 

 

昭
和
二
十
三
年
七
月
～
二
十
七
年
九
月 

定
数
二
十
六
人 

市
来
政
興
(泊) 

森
枝
川
弘
(泊) 

市
来
哲
次
郎
(泊) 

梶
原
介
徳
(和) 

      

井
手
籠
実
道
(喜) 

池
下
前
宜
志
(出) 

永
吉
池
治
(畦) 

池
下
沢
元
(国) 

脇
田
清
太
郎
(国) 

竿
田
吉
秀
(国) 

東
伊
志
郎
(西) 

池
田
池
富
(根) 

安
田
前
間
(玉) 

伊
井
重
保
(玉) 

内
藤
好
忠
(大) 

徳
永
末
吉
(皆) 

碩 

前
智
(古) 

村
山
大
業
(内) 

金
元
本
吉
(後) 

中
村
源
吉
(仁) 

 

二
十
七
年
十
月
六
日
、
議
長
に
市
来
政
興
氏
、
副
議
長
に
安
田 

前
間
氏
を
選
出
す
る
と
と
も
に
懲
罰
委
員
会
を
削
除
し
、
三
常
任 

委
員
会
と
す
る
旨
条
例
を
改
正
、
ま
た
議
長
・
副
議
長
の
日
額
報 

酬
議
案
が
提
出
可
決
さ
れ
た
。 

            

沖 

治
(手) 

逆
瀬
川
助
直
(上) 

伊
地
知
季
一
(喜) 

池
下
前
宜
志
(出) 

永
吉
俊
夫
(畦) 

永
吉
実
定
(畦) 

池
下
沢
元
(国) 

福
嶺
哲
麿
(国) 

福 

秀
頼
(国) 

東 

一
意
(西) 

大
山
大
経
(根) 

栄 

清
一
(玉) 

安
田
前
間
(玉) 

松
元
仁
志
美
(玉) 

伊
集
院
武
一
(大) 

皆
川
耕
吉
(皆) 

碩 

前
智
(古) 

坂
鼻
清
保
(内) 

金
元
本
吉
(後) 

大
江
吉
順
(谷) 

池
村
清
秀
(永) 

沖
田
俊
一
(瀬) 

 

二
十
三
年
十
一
月
十
五
日
、
食
糧
対
策
委
員
会
九
人
、
社
会
教 

化
対
策
委
員
会
九
人
、
自
治
振
興
対
策
委
員
会
八
人
を
設
置
。 

 

二
十
四
年
十
月
、
沖
永
良
部
学
校
組
合
議
員
六
人
を
選
出
。 

 

同
年
十
二
月
、学
校
校
舎
補
修
改
築
の
た
め
調
査
委
員
会
設
置
。 

 

二
十
六
年
九
月
二
十
五
日
、
議
長
に
市
来
政
興
氏
、
副
議
長
に 

安
田
前
間
氏
を
選
出
す
る
と
と
も
に
次
の
委
員
会
の
設
置
を
条
例 

化
し
た
。
総
務
委
員
会
八
人
、
経
済
委
員
会
六
人
、
財
務
委
員
会 

四
人
、
懲

罰

ち
よ
う
ば
つ

委
員
会
四
人
。 

 

二
十
七
年
八
月
三
十
一
日
、
和
泊
町
議
会
議
員
増
加
条
例
を
廃 

止
し
、
次
回
か
ら
二
十
人
と
す
る
。（
新
市
町
村
制
施
行
に
よ
る
） 

 
※ 

二
十
五
年
十
月
二
十
九
日
、
奄
美
群
島
議
員
選
挙
、
逆
瀬 

 

川
助
直
氏
当
選
。 

○
昭
和
二
十
七
年
九
月
～
三
十
一
年
九
月 

定
数
二
十
人 

市
来
政
興
(泊) 
本
田
義
明
(泊) 

梶
原
介
徳
(和) 

関
根
直
秋
(上) 

    

836 837 


